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第2回準備委員会 報告事項 1

委員・役員の変更について

令和3年8月 25日から令和 4年 8月 29日 までの間における役員、委員の変更につい

てはて次のとおりであるので、第79回国民スポ下ツ大会。第24回全国障害者スポーツ本会

長浜市準備委員会会則第8条第4項の規定に基づき報告する。

会 長

副会長

常任委員

監 事

所 属 役   職 新  任   者 前  任  者

長浜市 市   長 浅 見  宣 義 藤 井 勇 治

所 属 役   職 新  任  者 前  任  者

長浜市連合自治会 会   長 藤 居 伸 之 椙  本 孝

長浜市議会 議   長 松 本  長
‐
治 草  野   豊

長浜市 冨↓ 市 長 江 畑  仁 資 大 塚 義 之

長浜市教育委員会 教 育 長 織 田  恭 淳 板 山  英 信

所 属 役   職 新  任  者 前  任  者

長浜市小中学校長会 会   長 革 野  光 晴 中 川 浩

湖北地域消防本部 消 防 長 清 水  正 幸 杉 江 伸 之

長浜市民芸術文化創造協議会 会   長 西 村  利 夫 橋 本  圭 祐

長浜警察署 署   長 古 川  博 文 細  井  久

木之本警察署 署   長 大 菅  勝 司 中   山   淳

所 属 役   職 新  任  :者 前  任  者

長浜金融協議会 川 西ヽ  民 雄 安 野  重 幸

長浜市会計課 会計管理者 中 田  重 樹 長 谷 川 隆
―
浩
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第2回準備委員会 :報告事項2

第イ24回全国障害者スポ■ツ大会 競技名の変更について

旧:フツトベ■スボィル

新:フットソフトボ=ル
.          `              .              :

】理由:涛宛技団体の名称変更に伴い(令不日4年4月 1甲からフゥトちフⅢボrル止群様名が変吏

ィ となつた。   _        :                    ″



第2回準備委員会 報告事項3

第 79回国民スポーツ大会の開催地および会期の決定ならびに

第 24回全国 障害者スポ‐ツ大会の開催地の決定について

令相4年7月 14日 (木)に開催された(公財)日本スポーツ協会の理事会において(第 79回国民スポー

ツ大会の開催地および会期が決定された。               ―          |
併せて、第24回全国障害者スポーツ大会のィ開催地についても決定した。

O第79回国民スポァツ大会の開催地お■び会期について

開催地:滋賀県   `
会 期:令和7年9月 28日 (日 )～ 10用 8日 (水)

O第24回全国障害者スポ=ツ大会の開催地について

開催地 :滋賀県
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第2回準備委員会 報告事項4

第79回国民スポーッ大会・第24回全国障害者スポ■ツ大会

長浜市準備委員会 第1回常任委員会におけ骨審議決車事項

第79回国民スボiツ本会・帝字1回牟国障害者スポTツ大会長浜市準備委員会会則第12

条第7項の規定に基づき、第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会長浜

市準備委員会第1回常任委員会において審議決定した事項について、下記のとおり報告する。

記

1第 79回国民スポーツ大会。第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市F汗可催推進総合計画

<目的>大会の成功に向け、市民の総力在・結集し、本市を訪れるすべての方々 を「おもてなしの心」

で温かくお迎えするとともに、記憶に残る魅力ある大会の開催と長浜市の活性化につなが

る大会を目指し、長浜市開催基本方針に基づき必要な事項を定めるもの。

2第 79画国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市専門委員会規程

<目的>長浜市準備委員会会則第13条第3項の大見定に基づき、専F日委員会9組織及び運営に

`関
し必要な事項を定める■のこ

3第 79回国民スポーツ大会。第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市協賛取扱要項

:<目的>大会及び競技別リハ=サル大会(政下「大会Jという。)の趣旨に賛同じ(協賛の申し出

があうた場合の取扱いに関し、必要な事項を定めるもの。

4第 79回国民スポニツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市広報基本計画

<目的>大会に対する市民の理解と関心を深めることもに、自然や歴史・文
1し
、食なギ本市の

多彩な魅力を全国に発信するため、開催推進総合計画に基づき、効果的かつ積極的な

広報活動を行つためt必要な事項を定めるもの。               |

5第 79回国民スポ■ツ大会。第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市市民協働基本計画

<目的>大会の成功に向けて、開催推進総合計画に基づき、市民T人ひとりが大会開催の意義

を理解し、一丸となつて大会を盛り上げるとともに、「新たな感性を生かしみんなで未来を

創るまち長浜」の推進にっながることを目指し、必要な事項を定めるものも 、
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R4.5.27常任委員会決定

第 79回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会

長浜市開催推進総合計画

第79回国民スポァツ大会。第24回全国障害者スポーツ大会(以下「国スポ:障スポ大会」という9)

め成功に向け、市良の総力を結集し、本市を講れるすべての方 を々「おもてなしの心」で温かくお迎え

|するここもに、記憶に残る魅力つる大会の開催1長浜市の活性化にうながる大会を目指しヽ長浜市開

催基本方針に基づき開催推岸総合計画を定めるものとする。

1基本方針

(1)総務企甲  i 「         !                       「

県、競技団体、関係機関及び関係団体と緊密に連携し、国スポ・障スポ大会を二過性のスポーツイベ

ントに終わらせず、スポーツを通じて未来のまちづくりにつながる大会となるよう、総合的な計画の

立案と施策の推進を図る1

(2)財務 :         ′               イ         ー

県等と連携し、簡素・効率化を図りながらも創意上夫を生かした魅力あふれる大会を目指し、適切

で効率的な財務の運営を図ると

(3)広報

国スポ・障スポ大会に対する市民の関心や参加意欲を高めるため、効果的な広報活動を積極的に

展開するとともに、自然や歴史,文化!食など本市の多彩な魅力を全国に発信する。

(4)市民協働                       ′

請良二人ひとりが大会開催の意義を理解し、それぞれの立場で積極的に参加し、一んとなって大会

を盛り上げていくことにより、市民協働のキちづくりの推進につなIザると        手

(5)観光 ,おもてなし

選手・監督をはじめ、本市を訪れるすべての方々に、本市の多彩な魅力に触れていただくとともに、

心のこもったおもてなしを提供する。

(6)競技                                 |
県、競技団体、関係機関(関係団体等と緊密に連携し、競技会の円滑な運営を図るとともに、必要な

用具等については、効率的に整備する。

(7)式典

簡素な装飾や演出|こ努めることを基本としつつt倉」意工夫をこらしヽ 本市の特色を生かした式典と

する。

(3)施設   :
簡素・効率化の基本方針のもとヽ既存施設の有効活角を図るとともに、開催基準要項の施設基準を

踏まえながら、開催後の市民の利用を見据えた整備を行う。   ^
-6-       ,



(9)宿 ,自           `       |

宿泊施設等と緊密な連キ乃住により、選手・監督をはじめ、本市を訪れるすべての方々をあたたかくお

迎えし、安全で快適な宿舎の確保を図り、受け入れ態勢に万全を期するb

(10)医事・衛生

県等の協力を得ながら、選手・監督をはじめ、大会に関わる全ての方 の々安全を確保するとともに、
!

大会を快適な環境のもとで開催するため、医療機関や関係機関等との連携を強化する。さらに、食 、

品衛生及び環境衛生に配慮するとともに、防疫体制および医療救護体制の確立を図る。

(11)輸送交通 ―
―                     、

交通事業者等と緊密な連携により、当市の交通事情を勘案し、安全かう効率的で確実な輸送手段

の確保に努めるとともに、公共交通機関の利用を促進するなど交通混雑の緩和と環境に配慮した

輸送・交通体制の確立を図る。

(12)消防・警備

競技会場その他大会関係施設における災害の防止や治安の確保(ヲ F常時における緊急対応に万全

を期するため、消防・警察その他関係機関等と緊密に連携し、消防防災・警備体制の確立を図る。

2年次計画

長浜市開催推連総合計画の年次計画lよ、別表のとおりとする。

なお、年次計画は進行管理を行うとともに、適宜見直しを行う。
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第79回国民スポーツ大会,第24回全国障害者スポーツ大会 長浜市開催推進総合年次計画【年度別業務一覧】

20202

主
要
事
業

市

準
備
委
員
会

準
備
組
織
等

①
総
務
企
画 識別用品整備要項策定

遺央捗 搾鳩物取扱要項策定

②
財
　
務

③
広
　
報

④
市
民
協
働

市民協働推進基本計画 策定

案内所・休憩所設置要項策定

売店設置運営要項策定

歓迎装飾実施要環策定 _

光

　
お
も

て
な

競技用具整備計画 策定

競技係員、補助員の検討

③
競
　
技

⑦
式
典

競
技
式
典
専
門
委
員
会

⑧
施
設

⑨
宿
泊

医療敷護対応要頂 策定

~~食
品衛生対策要項策定

~環
聯 生牌 項策定

宿
泊
衛
生
専
門
委
員
会

⑩
医
事
衛
生

輸鶏 実施要項策定 _

交通対策業務実施要項策定_

輸

送

第
７
９
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
第
２
４
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
開
催

1消防防災業務実施要項策定J

交
通
専
門
委
員
会

防

消防防災・輩備基本計画策定



R45.27常任委員会決定

第 79回国民スポーツ大会・第24回金自障善者女ポーツ大会長浜市準備委員会

専門委員会規程

(趣旨)          ・         ―

第1条 この規程は、第 79回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市準備委員会会

則第13条第3項の規定に基づき、専門委員会の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

(専門委員会の名称等)    「

第2条 専門委員会の名称並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は、別表のとおりとする。

(選任)    .
第3条 専門委員会に次の専門委員を置く。            ‐

(1)委員長   1.名

(2)副委員長 若干名

(3)委員   30名 以内        サ

2委員長および副委員長、委員は、第 79回国民スポィツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会長浜

市準備委員会会長(以下「会長」という。)が委嘱する。

(任期)

第 4条 専門委員の任期は、第 79回国民スポーツ大会,第 24回全国障害者スポニツ大会長浜市準備

委員会が解散するときまでとする。

2前項の規定にかかわらず、専閣季員が轄任時におけるそれぞれの所属する団体またIま機関警の傑職

を離れた場合は、専門委員を辞任したものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものと

する。             イ .
3会長は専門委員に特別な事情が生じたときはその職を解き、必要に応じて補充することができる。

(委員長等の職務 )

第 5条 委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。  「

2副委員長はヽ 委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長

の指名した言」委員長がその職務を代理する。

(会議)

第6条 専門委員会はヽ 必要に応じて委員長が招集する。

2専門委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たるも

3ィ 専門委員会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は、議長の決ずるとこ

ろによる心ただし、代理人に議決を委任した専門委員は出席したものとみなす。

4専門委員会は、必要があるときは、専門委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴くことが

できる。
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(専 F日部会)  ●           |
第7条 専門委員会は、必要があると認めるときは、専門委員会に専門部会を設置し、専門的事項につい

て調査研究を行わせ、その結果を報告させることがてきる。              
―

2専門部会は、会長が委嘱した者(以下、暗呂会委員」というど)をもって構成する。

3第3条から第5条まで、並びに第6条第1項、第2項巖び第3項の規定は、専門部会について■用する。

ただし、この場合において、これらの条文中「専門委員会」とあるめは「尊F日部会」と、「委員長」とあるの

は「部会長」とて「副委員長」とあるのは嘱」部会長」と、「専門委員」とあるのは暗呂会委員」こ読み替える

ものとする。    、

4部会委員の任期は、専門委員の任期の例による。    '

附則

この規程は、令和4年 5月 27日から加行する。

別表 (第 2条関係)

名称 付託事項 委任事項

総務企画

専門委員会

1開催準備総合計画に関すること。    「

12広報および市民協働に関すること。

3観半、接伴及び歓迎装飾に関すること。

4姫火イベンHこ関することと

5ほかの専門委員会に属さない事項に関すること。

左記付託する事項のうち、

事業の実施に関すること。

競技式良
・

専門委員会

1競技会の運営に関するここと      |
2競技施設及び関連施設の整備に関すること。

3表彰式に関すること。

4大会旗に関することも

5その他競技式典に関すること。

左記付託す負妻I買のうち、

事業の実施に関すること。

宿泊衛生

専門委員会

1宿泊及び配宿計画に関すること。

2環境衛生及び食品衛生に関することよ

3医事衛生に関すること。

4その他宿泊衛生に関すること。

左記付託する事項のうち、

事業の実施に関すること。

輸送交通

専門委員会

1輸送計画に関すること。   !
2交通及び駐車場対策に関すること。

3消防防災及び警備に関すること。

4その他輸送交通に関すること。

左記付託する事項のうち、

事業の実施に関すること。
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R4.5.27常任委員会決定

第 79回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポエツ大会

長浜市協賛取扱要項

1趣旨

手の翠項は、長浜市で開催される第 79回国民スポーツ天会・第 24:回全国障害者スポ下ツ六会

及び競技別リオヽTサル大会(以下「大会」というq)の趣旨に賛同し、協賛の申し出があつた場合の取

扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。             .

2協賛の内容

(1)協賛の内容は、原則として大会の広報啓発や歓迎装飾に係る物品、その他運営に係る用暴等(メ

下「協賛物品等」という。)の受入れによるものとすると        !
(2)協賛者が資金による協賛を申し入れたときは そヽの資金を大会の協賛物品等に充てるものとす

.る。                                
′

3協賀の実施方法

(1)協賛の受入れは、第 79回国民スポーツ大会・第 24画全国障害者スポニツ大会長浜市準備委

員会(以下「市準備委員会」という。)で行う。                      |
(2)協賛の申込みは、協賛申込書(様式第1号)により行う。

(3)協賛の受入れを決定し、これを受領したときは、協賛受領書(様式第?号)有協章者に交付する。

下(4)協賛方法は、提供または貸与とするも
｀
(5)協賛物品等の搬入、据付、撤去等に要する費用は、原則として協賛者の負担とする。

4協賛として受け入れないもの                    .
次の各号のいずれかに該当する場合は、協賛を受け入れないものとする。

(1)本会の趣旨に反するもの  ヽ             ′

(2)法令等に違反するもの及び公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあると認められるもの

(3)政治活動、宗教活動等に係るものと認められるもの

(4)個人の氏名を宣伝する目的のものと認められるもの

(5)その他、市準備委員会が適当でないと認めるもの

5協賛の表示    :                             ・

(1)協賛品には、協賛者の意向に応じ協賛の表示を行うことができる。ただし協賛品に直接表示す

ることが不適当な場合には、その他の方法により表示するものとする。

(2)前号の協賛表示は、表示方法、表示箇所、文字等の大苦さ等について、市準備委員会と協議し(

市準備委員会の承認を得て行うものとすると

61協賛への謝意

協賛の提供を受けたときは、協賛者に対し感謝状等を贈呈することができる。また、必要に応じて

プログラム等にその旨を掲載することができると
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7協賛の受入期1間      1   ●

協賛の受入れ翼鳳間は、大会終了後までとする。
,

この要項に定めるもののほか、必要な事項は月1に定める。

附則 :   i    Ⅲ i :   .  ′

手の要項は、令和4-年 5月 27日かう施行する

その他
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様式第 1号

協 賛 申 込 書

年  月  日

第79回国民スポーツ大会・

第24回全国障害者スポーツ大会

長浜市準備委員会 会長 あて

長浜市で開催される第 79回国民スポーツ大会。第24回全国障害者スポエツ大会及びリハーサ

ル大会の趣旨に賛同し、下記のとおり協賛します。

(担当者)

所 属

氏 名

電話番号

(申込者)

代表者名

印

所

称

住

名

協 賛 物 品 等

品 目

規格等

単 価

.数 量

総 額

協 賛 方 法 □ 提 供 □ 貸 与

引渡予定年月日 年   月  日

そ  の  他
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様式第 2号

協 賛 受 領 書

様

第79回国民スポ‐ツ大会と、

第?4回全国障害者スポ■ツ大会

長浜市準備委員会 会長

長浜市で開催される第 79回国民スポニツ大会。第 24回全国障害者スポ■ツ大会及びり八Tサ

ル大会に係る協賛物品等を、下記のとおり受領しました。   i

記

協 賛 物 品 等

品 目

規格等

単 価

数 量

総 額

□ 操l供 □ 貸 与

引渡予定年月日 年 月 日

そ  の  他
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R4.5127常任委員会決定

第 79回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会 長浜市広報基本計画

1 目的                   :       '
第 79回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会(以下「国スポ,障スポ大会」という。)

に対する市民の理解と関心を深めるとともに、自然や歴史。文化、食など本市の多彩な魅力を全国に

発信するたあ、「第 79山国良スポィッ大会。第 24回全国障害者スポーツ大会 長浜市開催推進総合

計画」に基づき、効果的かつ積極的な広報活動を行うと

2内容 、   !         '          ■   |  こ

(1)印刷物による広報                        .
大会を象徴すう棄称・ス回Tガン・マスコツトなどを活用した各種印刷物や啓発品を作成し、大会

開催を広く周矢日する6   .                  
・

ア 市、関係機関等の広報誌への掲載

イ PR広報誌の作成

ウ ポスタィ、パンフレツト等の作成 |

工啓発グツパの作成、

「
    、  .

(2)メデイアによる広報

多様なメデイアを活用し、広範囲に迅速かっ効暴的な情報発信 行々う。

ア 市ホエムページやSNS等による情報発信          |
イ新聞、テレビ、ラジオ等による情報発信

ウ 市の既存の広報番組等の活用

(3)イベンHこよる広報                  _
主催イベントを実施するとともに、既存の各種イベントとの連す乃色を図る

ア 啓発イベントの開催            |
イ 関係機関等とのイベントの連携   t   i

(4)工作物等による広報

各種工作物を作成し、広く市民に誘致する。

ア 横断幕、懸垂幕、のぼりの設置 「

イ 案内板の設置

ウ カウントダウンボードの設置

(5)大会報告書による広報    ‐

国スポ・障スポ大会の準備経過t開催状況(競技記録等を記録にとどめるため、大会報告書を作

成し後世に伝える。

ア 大会報告書等の作成            I
イ 大会記録映像、写真集等の政策
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R4.ら127常任委員会決定

第 79回国民スポーツ大会。第 24回全国障害者スポーツ大会

:   長浜市市民協働基本計画  .

1.目的      :
第 79回国民スポーツ大会。

第 24回全国障害者スポ下ツ大会(以下「国スポ・障スポ大会」という。)

の成功に向けて、「第 79回国民スポーツ大会,第 24回全国障害者スポーツ大会 長浜市開催推進総

合計画」に基づき、市民下人ひとりが大会開催の意義をI里解|し、一丸となって大会を盛り上げるととも

に、「新たな感性を生かしみんなで未来を倉」るまち 長浜」の推進につながることを目的とする。

2自様

(1)市民協働による大会 ′

市民す人ひとりが「する」「みる」「ささえる」「Pなげる」というた様 な々関わりを持うことにより、

喜びと感動を共有できる大会を目指す。                    ｀

(2)生涯スポーツ社会の実現を目指す大会

大会を契機に、市民のスポーツ・レクリエニションに対する関心を高め、「いつでも、どこでも、いっ

までも」気軽に親しめる生涯スポーツ社会の促進につながる大会を目指す。

(3)おもてなしの心を形にする大会                        ど

心のこもったおもてなしで来訪者をお迎えし、温かい心のつながりを感じていただける木会を目

指す。    ,         … : 
十

(4)長浜市の魅力を全国に発信する大会         1
豊かな自然や拿材、伝統1文化を全国に発信しヽ長浜市の魅力を来訪者にアピールする大会を目

指すと         ■  |

(5)ク リーンで快適な大会                          、

環境美化活動等を通じて、きれいなまちづくりを進め、クリーンで
'l央

適な大会を目指す。

3推進方法

(1)市民の理解と関心を高め、市民一人ひとりが自ら行動を起こし、運動が広がるよう、各種広報活動

を進める。            (

(2)市民の参加機会がより広がるよう、市民団体、関係機関等と連携して進める。

(3)従来から実施されている各種市民活動や企業の社会貢献活動等と連携し、それぞれの立場に応じ

た推進分野を担当し、二人でも多くの市民の理解と参加が得られるよう、す也域や団体の事情に配慮

した活動を進める。
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第79回国民スポーツ大会・第24画全国障害者スポ■ツ大会長浜市準備委員会

■ i  第2回 常任委員会書歯審議における審議決荘事項    i

第79回国民スボ■ツ大会・第24回拿国嘩害者スポ■ツ大会長浜市準備委員会会則第12

条第7環の規定に基づき、第79回国民ス下■ツ大会`第?4回全国障害者不下rッ大会長浜
|

市準備委員会第2回常任委鼻会書面審議にお|｀
て審議決定した事項について、下記のとおり

報告する。        :                   I      I

1第 79回国民スポ■ツ大会。第 24回全国障害者スポエツ大会長浜市準備委員会の

組織改正について

記
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R4.3.12.常 任委員会決定

第 79回国民スポーツ大会,第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市準備委員会の

組織改正について

1趣旨

令和4年 7月 14日に開催された公益財団法人日本スポーツ協会理事会において、滋賀県での

国民スポーツ大会の開催が決定されたことから、国民体育大会開催基準要項第25条第1項に基

づき、「第 79回国民スポTツ大会・第 24回全国障害者スポエツ大会長浜市準備委員会」(以下、

「準備委員会」という。)の名称を、「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ長浜市実行委員会」(以下、「実

行委員会」というも)に変更します。
｀

2実行委員会の概要

(1)名   称 わたSHIGA輝く国スポ,障スポ長浜市実行委員会

(愛称を活用し、親しみを持有やすい実行委員会名とします)

①準備委員会の総会t常任委員会は、実行委員会に引き継ざます。

―②会貝」13条に基づき「専門委員会」を設置し、開l佳準備及び本会渾事に向

けた体制を整備します。                   ■ i

①会長、副会長等の役員は準備委員会の役員を充てるものとし吉す。

②長浜市が主体となうた大会開催になるよう、大会開催に関連する団体等

の代表者を新たに委員とします。

(2)組   織

(3)役員・委員等

3会則の改正等

準備委員会の組織改正に伴い、現に制定されている準備委員会の会則を改正します志

また、これまでの準備委員会で決定された計画巖び関係諸規程等にういては、「第 79回国民ス

ポーツ大会・第24回全国障害者スポニツ大会長浜市準備委員会」とあるもり々「わたSHIC呼

く国スポ。障スポ長浜市実行委員会」に読み替えるものとします。

【これまでに制窪・決定されていう会則(方針、計画及び関係諸規程】

O第 79回国民スポニツ大会,第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市準備委員会 会貝」

o       〃         :   事務局規程

O第 79回国民スポーツ姶悌24吐国購 スポー黙会長浜市開催推進総合計画

O第 79回国民ネポ
ニツ大会・第24日全国障害者スポーツ足渇節準備委員会専門委員会規程

O第 79開民ス洋妹各第24回全国購者スポー欺会長浜市協賛取扱要項

o       〃      _長 浜市広報基本計画

o       〃       長浜市市民協働推連基本計画

(R3.8.25第 1回総会)

(R3.8.25第1回総会)

(R4.5.27第 1回常任委員会)

(R415.27第 1回常任委員会)

(R4.5.27第 1回常任委員会)

(R4.5.27第 1回常任委員会)

(R4.5,27第 1回常任委員会)

参考事項 :国民体育大会開催基準要項(抜粋)

25開催県実行委員会及び会場市町村実行委員会

(1)開催県及び会場地市町村は、大会運営のためにそれぞれ実行委員会を設置する。ただし、公

開競技に係る実行委員会についてlよ、当該中央競技団体が開催関係機関・団体と協議の上、必

要に応じて設置する。     |         、
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第2回準備委員会 第1号議案

第 79回国民スポエツ大会・第 24回全国障害者スポTツ大会

長浜市率備委員会令和3年度事業報告(案 )

1競技会の開催に係る総合的な準備計画の策定に向けての検討

(1)各種計画J要項(案)の作成   |      :
・開催推進総合計画   ・専門委員会規程

!・広報基本計画     r市民協働推進基本計画

・協賛取扱要項

2先催都市の準備状況等の調査および研究                      !
(1)第 00甲男子・葬65回女子 全国本実姜団ソフトテニス選手権大会(栃本国体リハ大会)視察

日程1令和3年 7月 24日～25日      : !
場所:石川スポーツグラウンドくろいそ(栃木県那須塩原市)

(2)第 97回日本選手権水泳競技大会OWS競技 :  ′            十

日程:令和3年10月 15日 ～17日   「        :
場所:高知県須崎市立スポーツセンター シーパニク大島(高知県須崎市)

(3)佐賀県(佐賀市・唐津市:伊万里市。玄海町)先催市町行政視察   ・

由程:令赤日3年11月 8日だ10日         と

場所 :佐賀県佐賀市、唐津市、伊万里市、玄海町

(4)=重県(鈴鹿市・津市
。伊勢市・尾鷲市)先催市行政視察

日程 :令和 3年11月 17日～19日      ―

場所|二重県鈴鹿市 津ヽ市、伊勢市、尾鷲市

3関係機関および競技団体との連絡調整

(1)滋賀県開催準備委員会との連絡調整    :
,随時    '    _

(2)蒻技印体とあ連絡調華(隷月」連絡調整会議)

・滋賀県水泳連盟  | (令 和 3年 7月 21日) |
:滋費県バレィボール協会 (令和 3年 7月 26日 )

・滋賀県ウラトテニス連盟 (令和3年 8月 4日)    !
P滋賀県相撲連盟    (令和3年 8月 10日 )

・滋賀県柔道連盟 :: (令和3年 8月 19日 )

(3)その他関係機関。由体との連絡調整

・OWS中央競技箇体正規視崇      (令和3年 o月 241日 )

,ビーチバレーボ下ル中央競技団体正規視察 (令和3年 10月 12日 )

4その他競技会の開催準備業務の推進 イ

(1)第 79回国民スポエツ大会・第24回全国障害者スポニツ大会 長浜市実行委員会の設立準備

|(2)その他F汗弓催準備のために必要な業務
・長浜市準備委員会事務局 SNSによる情報発信 (令和 3年 12月 1日～ 随時)

。二重国体事例紹介、スポィツ講演会の開催   (令和 4年 3月 5日 )
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第2回準備委員会 第2号議案

令和3年度 収支 決 算 (案 )
(令和3年8月 25日～令和4年3月 31日 )

収入済額 955,09?円 ― 烹出済額 946,015円 =収支差額(次年度繰越額)8,987円

当初予算額

(A)

収入額

(B)

とし申交

(巳―A)
備  考予算科目名

955,000 0負担金 955,000

2 利息その他 0

955,000 955,002 2計

Lヒ  車交

(E=C― D)
備 考

碧初予算額

(A)

流用額

(B) (C=A+B)

流用後
予算額

支出済額

(D)
予算科目名

△ 98,000 19,000 10,750 8,250117,000

65,000 △ 53i000 12,000 7,340 4,660

3,590ィ52,000 △ 45,000 7,000 3,410

総 務 費

935,265 735838,000 98,000 936,000

405,614 735838,000 △ 431,651 406,349

529,651 529,651 529,651

開催準備費

0

0 955,000 946,015 8,985計 955,000
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第 2回準備委員会 第3号議案

第 79回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポエツ大会長浜市準備委員会の

組織改正について

1趣旨

令和 4年 7月 14日に開催された公益財団法人日本スポーツ協会理事会において、滋賀県での

国良スポニツ大会の開催が決車されたことから、国良体昔大会開催基準要項第25条第1項に基

づき、「第 79回国民スポーツ大会,第 24回全国障害者スポ■ツ大会長浜市準備委員会J(以下ヽ
生  !         

、輝く国ス煮。障スポ長浜市実行委員会」(以下、「実「準備委員会」という。)の写称を、「わたSHIG′

行委員会」という。)に変更します。

2実行委員会の概要

(1)名   1称

(2)組( 織

(3)役員`委員等

わたSHIGA輝く回スポ。障スポ長浜市実行委員会

(愛称を活用し、親しみを持ちやすい実行委尋会名|します)

①準備委員会の総会、常任委員会は,実行季鼻会に引き攣ぎ事すど

②会貞」13条に基づき「尊申委員会Jを設置し、F汗弓催準備及び本今運営1耳向

けた体制を整備します。

①会長、副会長等の役員は準備委員会の役鼻を充てるものとψ事す。

②長浜市が下体となった大会開催になるよう、大会開催に関連する団体等

の代表者を新たに委員とします。―
                      、

3会則の改正等

準備委員会の組織改正に伴い、現に牛」定されている準備委員会の会則を疎正します。

また、これまでの準備委員会で決定された計画及び関係諸規程等については、「第79回国民ス

ポァツ大会:第 24回全国障害者スポTツ大会長浜市準備委員会」とあるものを「わたSHIGA輝

く菌スポ・障スポ長浜市実行委員会」|と読み替えるものとします。

【これまでに希J定 ,決定されている会則、方針、計画及び関係諸規程】

O第 79回国民スポーツ大会t第
2イ 回全国障害者スポーツ大会長浜市準備委員会 会貝」

o  r    〃             事務局規程

O第 79回国民スポーツ姶軒24m国畔者ス洋ツ雄 長浜市閉l催準進総合計画

`0第 79晒民スポー殊冬第24酷国障謀堺洋ツ姶騨市軸委誠 専F目委員会規標

0第 79国民スポー欺会輔24唯国障害者スポーツ姶 長浜市協賛取扱要項

o       〃       長浜市広報基本計画

o       〃       長浜市市民協口推進基本計画

(R3.8125第 1回総会)

(R3.8,25第 1回総会)

(R4.5.27第1回常任委員会)

(R4.5.27第1回常任委員会)

(R4.5.27第 1回常任委員会)

(R4.5.27第 1回常任委員会)

(R4.5.27第 1回常任委員会)

参考事項:国民体育大会開催基準要項(抜粋)

25開催県実行委員会及び会場市町村実行委員会

(1)開 l獲県及び会場地市町村|ュ t大会運事のたあにそれぞれ実行委員会を設置する。ただし、公
; 

開競技に係る実行委員会については、当該中央競技団体が開催関係機関・団イ本と協議の上、必

要に応じて設置する。
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第2回準備委員会 第3号議案

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 長浜市実行委員会 名簿(案 )

会 長

No. 選出区分 所 属 役 職

1 市関係 長浜市 市 長

副会長
役 職No. 選出区分 所 属

議 長1 市議会議員 長浜市議会

長2 スポーツ関係 長浜市スポーツ協会

会 長3、 しようがい・福祉関係 長浜市社会福祉協議会

会 頭4 産業・経済関係 長浜商工会議所

会 長5 産業・経済関係 長浜市商工会

6 宿泊・観光関係 公益社団法人長浜観光協会 長

会 長7 社会団体関係 長浜市連合自治会

8 市関係 長浜市 副市長

教育長9 市関係 長浜市教育委員会

No 選出区分 所 属 役 職

1 県 競技関係 滋賀県柔道連盟 理事長

2 県競技関係 滋賀県ソフトテニス連盟 会 長

3 県競技関係 滋賀県相撲連盟 会 長

4 県 競技関係 滋賀県水泳連盟 会 長

5 県競技関係 滋賀県バレーボール協会 会 長

6 県 競技関係 滋賀県ゲートボール連盟 会 長

7 県 競技関係 滋賀県ソフトボール協会 会 長

8 県 競技関係 滋賀県高等学校体育連盟 柔道専門部 委員長

9 県 競技関係 滋賀県高等学校体育連盟 ソフトテニス専門部 委員長

10 県 競技関係 滋賀県高等学校体育連盟 相撲専門部 委員長

県競技関係 滋賀県高等学校体育連盟 バレーボエリレ専門部 委員長

12 県 競技関係 滋賀県障害者スポーツ協会 会 長

13 スポーツ関係 長浜市スポTツ推進委員会 会 長

14 スポーツ関係 長浜市スポーツ協会 副会長

15 スポーツ関係 長浜市スポーツ協会 副会長

16 スポーツ関係 長浜市スポーツ協会 理事長

17 学校関係 長浜市小中学校長会 会 長

18 学校関係 滋賀県小学校体育連盟長浜支部 支部長

19 学校関係 滋賀県中学校体育連盟長浜支部 支部長

20 学校関係 滋賀県高等学校長協会理事 (湖北) 理 事

21 医療関係 一般社団法人湖北医師会 会 長

22 医療関係 市立長浜病院 院 長

23 医療関係 長浜市立湖北病院 院 長

24 医療関係 長浜赤十字病院 院 長

25 しょうがい。福祉関係 長浜市身体障害者福祉協会 会 長

26 しょうがい・福祉関係 長浜市手をつなぐ育成会 会 長

27 消防・警備関係 湖北地域消防本部 消防長

28 文化団体関係 長浜市民芸術文化創造協議会 会 長

29 文化団体関係 長浜文化芸術協会 会 長

30 会場関係 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団 理事長

31 国・県関係 長浜警察署 署 長

32 国・県関係 木之本警察署 署 長

33 国・県関係 湖北健康福祉事務所 (長浜保健所) 所 長
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 長浜市実行委員会 名簿 (案 )

委 員

No. 選出区分 所 属 役 職

1 市 競技関係 長浜柔道協会 会 長

2 市 競技関係 長浜ソフトテニス協会 会 長

3 市 競技関係 長浜市相撲連盟 会 長

4 市 競技関係 長浜オープンウオータースイミング協会 事務局長

5 市 競技関係 長浜市バレーボール協会 会長

6 市 競技関係 滋賀県ゲートボール連盟湖北地域連絡会 会長

7 市 競技関係 長浜市ソウトボール協会 会長

8 スポーツ関係 長浜市スポーツ少年団 副本部長

9 スポーツ関係 長浜市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 長

10 学校関係 長浜バイオ大学 学 長

学校関係 滋賀文教短期大学 学 長

12 学校関係 滋賀県立看護専門学校 校 長

13 学校関係 滋賀県調理短期大学校 校 長

14 学校関係 長浜市園長会 会 長

15 学校関係 長浜民間保育協議会 会 長

16 医療関係 社会福祉法人青祥会セフイロト病院 院 長

17 医療関係 公益社団法人滋賀県看護協会第6地区支部 支部長

18 産業・経済関係 一般社団法人長浜青年会議所 理事長

19 産業・経済関係 長浜ライオンズクラブ 前幹事

20 産業・経済関係 木之本ライオンズクラブ 理 事

21 産業・経済関係 長浜□―タリークラブ 会 長

22 産業・経済関係 長浜司ヒロータリークラブ 会 長

23 産業 !経済関係 長浜東□―タリークラブ 会 長

24 産業・経済関係 国際ソロプチミスト長浜 会 長

25 産業・経済関係 南浜漁業協同組合 組合長

26 産業・経済関係 北びわこ農業協同組合 理事長

27 産業・経済関係 」Aレーク伊吹農業協同組合 理事長

28 宿泊・観光関係 長浜旅館飲食協同組合 代表理事

29 宿泊・観光関係 長浜旅館組合 組合長

30 宿泊・観光関係 湖北観光旅館連盟 会 長

31 しようがい。福祉関係 社会福祉法人 湖北会 理事長

32 しようがい。福祉関係 社会福祉法人 ひかり福祉会 常務理事

33 しようがい。福祉関係 社会福祉法人 滋賀県障害児協会 施設長

34 しょうがい。福祉関係 湖北地域しょうがい者支援事業所協議会 会 長

35 消防・警備関係 長浜市消防団 団 長

36 消防・警備関係 曼浜地区交通安全協会 会 長

37 消防・警備関係 伊香交通安全協会 会 長

38 通信・運輸関係 一般社団法人滋賀県バス協会 会 長

39 通信・運輸関係 一般社団法人滋賀県タクシー協会 会 長

40 通信・運輸関係 滋賀県レンタカー協会 (湖北ブロック) 副会長

41 通信・運輸関係 西日本旅客鉄道 (株)長浜駅 駅 長

42 通信・運輸関係 西日本旅客鉄道 (株)米原駅 駅 長

43 社会団体関係 長浜市PTA連絡協議会 会 長

44 社会団体関係 長浜市パートナーシップ推進協議会 会 長

45 社会団体関係 長浜市子ども会連合会 会 長

46 社会団体関係 長浜市青少年育成市民会議 副会長

47 社会団体関係 長浜ユネスコ協会 会 長

48 社会団体関係 長浜市民生委員児童委員協議会 会 長

49 社会団体関係 赤十字奉仕団長浜市地区委員会 委員長

50 社会団体関係 長浜市健康推進員協議会 会 長

51 文化団体関係 長浜音楽協会 会 長

52 文化団体関係 特定非営利活動法人 はまかる 代表者

53 会場関係 (公財)滋賀県スポーツ協会 館 長

54 会場関係 長浜地区地域づくり連合会 会 長

55 会場関係 びわ地域づくり協議会 会 長



わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 長浜市実行委員会 名簿(案 )

56 会場関係 木之本地区地域づくり協議会 会 長

57 会場関係 六荘地区地域づくり協議会 会 長

58 国・県関係 国土交通省近畿地方整備局滋賀国道事務所 所 長

59 国・県関係 滋賀県長浜土木事務所 所 長

60 市関係 長浜市病院事業 長浜病院事務局長

61 市関係 湖北広域行政事務センター 事務局長

62 市関係 長浜水道企業団 事務局長

63 市関係 長浜市総務部 部 長

64 市関係 長浜市総務部 政策監

65 市関係 長浜市市民生活部 部 長

66 市関係 長浜市健康福祉部 部 長

67 市関係 長浜市産業観光部 部 長

68 市関係 長浜市都市建設部 部 長

69 市関係 長浜市下水道事業部 部 長

70 市関係 長浜市防災危機管理局 局 長

71 市関係 曼浜市デジタル行政推進局 局 長

72 市関係 長浜市北部振興局 局 長

73 市関係 罠浜市北部振興局 政策監

74 市関係 長浜市議会事務局 局 長

75 市関係 罠浜市監査委員事務局 局 長

76 市関係 長浜市教育委員会事務局 教育部長

77 市関係 罠浜市農業委員会事務局 局 長



わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 長浜市実行委員会 名簿(案 )

監 事

No 選出区分 所 属 役 職

1 産業・経済関係 長浜金融協議会 (幹事行 :滋賀銀行) 長浜支店長

2 市関係 長浜市会計課 会計管理者

所 属 役 職No 選出区分

議 員1 衆議院議員 衆議院議員

議 員滋賀県議会2 県議会議員

議 員3 県議会議員 滋賀県議会

議 員滋賀県議会4 県議会議員

議 員5 県議会議員 滋賀県議会

所 属 役 職No. 選出区分

代 表通信。運輸関係 滋賀夕刊新聞社1

通信局長2 通信・運輸関係 中日新聞 長浜通信局

支局長通信・運輸関係 京都新聞社 長浜支局3
支局長4 通信・運輸関係 朝日新聞 彦根支局′

部 長毎日新聞社 長浜通信部5 通信・運輸関係

支局長6 通信・運輸関係 読売新聞 彦根支局

支局長産経新聞 大津支局7 通信。運輸関係

局 長8 通信・運輸関係 NHK大津放送局

報道部次長びわ湖放送 株式会社9 通信・運輸関係

株式会社 時事通信社大津支局 支局長10 通信・運輸関係
支局長■般社団法人 共同通信社大津支局11 通信・運輸関係

課 長12 通信・運輸関係 株式会社ZTヽ/彦根放送局

副議長長浜市議会13 市議会議員

議 員14 市議会議員 長浜市議会

議 員長浜市議会15 市議会議員

議 員16 市議会議員 長浜市議会

議 員長浜市議会17 市議会議員

議 員18 市議会議員 長浜市議会

議 員長浜市議会19 市議会議員

議 員20 市議会議員 長浜市議会

長浜市議会 議 員21 市議会議員
議 員22 市議会議員 長浜市議会

議 員23 市議会議員 長浜市議会

議 員市議会議員 長浜市議会24
議 員25 市議会議員 長浜市議会

議 員長浜市議会26 市議会議員

議 員27 市議会議員 長浜市議会

議 員長浜市議会28 市議会議員
議 員29 市議会議員 長浜市議会

議 員30 市議会議員 長浜市議会

議 員市議会議員 長浜市議会31

議 員32 市議会議員 長浜市議会

議 員長浜市議会33 市議会議員

会長引名、副会長:9名、常任委員:33名 、監事:2名

委員:77名

顧間:5名 )

参与:33名

合 計!160名
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わたSHICA輝く国スポ・障スポ長浜市実行委員会 会則(案 )

第1章 総則

(名 称)

第1条 本会は、わたSHIGA輝く国スポ・障スポ長浜市実行委員会(以下「実行委員会」という。)と称すると

(目 的)    
イ         :      4          ・

第 2条 実行委員会は、わたSHIGA輝く国スポi障スポにおいて、長浜市で開催される競技会(以下「競技

会」という。)の円滑な運営に必要な準備を行うことを目的とすると       ‐

イ
(事 業)  ツ

第3条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)競技会の開催、運営に必要な方針および計画の決定に関すること。

(2)競技会の開億運営に必要な施設及び設備の整備に関すること。

(3)競技会の開催および準備のための経費に関すること。    :
(4)関係競技団体、関係団体および関係機関との連絡調整に関すること。

(5)その他準備委員会の目的の達成に必要な事務および事業に関すること。

第 2章 組織

(組 織)          .            .    ′      ―

第 4条 実行委員会は、会長ぉよび次に掲げる者のうちから会長が委嘱した者(以下「委員」という。)をも

つて組織する。   i
(1)長浜市を代表する者

(2)長浜市議会を代表する者        !  ヽ

(3)関係競技団体、関係団体および関係機関を代表する者

(4)前各号に掲 Iずる者のほが、会長が必要と認める者

(役 員)           .
第5条 実行委員会に、次の役員を置くど

(1)会 長   1名
(2)副会長 

―
若干名ヽ

(3)常任委員 40i名以内

(4)監 事   2名

(役員の選任)

第 6条 会長は、長浜市長をもつて充てる。      | 、 ・

2副会長および常任委員は(委員のうちから総会の承認を得て会長が委嘱する。

3監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。          .  :

′(役員の職務)

第7条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。   |
2‐ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、本たは会長が欠けたときは、あらかじめ会長が定めた

‖贋序でその職務を行うと         _23と



3常任委員は、常任委員会を構成し、第 12条第 6項に掲げる事項について審議する。

4監事は、実行委員会の会計を監査する。   !

(任 期)    |         ヽ    す

第 8条 委員および役員の任期は、実行委員会が解散するとき事でとすると

2前項の規定にかかわらず、委員および役員が就任時におけるそれぞれの所属する団体または機関等の

役職を離れた場合は、委員および役員lよ辞任じたものとみなしてその後任者が前任者の残任期間を務め

る者とする。                                | :
3会長は、委員および役員に特別な事情が生じたときはその職を解き、必要に応じて補充することができ

る。                                  フ
   .

4会長は、委員お本び役員の変更があつた場合は、本の総会において報告する。        |
5委員および役員は無報酬とする。                            「

(顧問および参与)                         ′

第9条 実行委員会に顧問および参与を資くここができる。i

2顧問および参与は、会長が委嘱すると              t
3顧問は、会長が重要と調める事項にういて、会長の諮問に応じ、助言を行う。

4参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ、助言を行つ。

ち顧問および参与は無報酬とすると i                            :
6前条第1項および第?墳の規定1武 顧問および参与の任期について準用する。この場合において、これ

らの規定中「委員および役景」とあるのは、「顧問および参与」と読み替えるものとする。    |

第 3章 会議等

(会議の種類)

第 10条 実行委員会に次の会議を置く。

(1)総会 ,| ■    !
(2)常任委員会

(3)専門委員会

(総 会)               |
:第 11条 総会lよⅢ会長及び委員をもって構成するも    

―

12総会は、必要に応じて会長が招集する。         |
3総会の議長はt会長または会長が指名.した■のが手れ1耳当れる。

4総会は、次に掲げる事項について審議して決定するど    ,
(1)競技会の開催に必要な方針および計画の策定に関することも

(2)実行委員会の会則の制定および改廃に関することも

(3)実行委員会の事業計画および事業報告に関すること。                 ・

(4)実行委員会の予算および洪算に関すること。

・(5)常任委員会に委任する事項に関することも

(6)前各号に掲げるもののほか、重要な事項に関することと

5総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。

6総会の議事はt出席した委員の過半数をもうて決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
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7総会に出席することができない委員は、代理人によつて議決権を行使し、または書面で議決に加わるこ

とができる。この場合において、当該委員は出席したものとみなす。

8会長は必要に応じて監事、顧問および参与に総会への出席を求めることができると
′  ｀

(常任委員会)

第12条 常任委員会は、会長、副会長および常任委員をもうて構成する。              フ

2委員長は、会長奮もうて充てる。 |           ｀

3副委員長|よⅢ副会長をもって充てる。

4常任委員会は、委員長が招集する。

5常任委員会の議長は、委員長または委員長が指名したものがこれに当たる。

6常任委員会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。      「

(1)総会から委任された事項に関すること5

(2)′ 専門委員会の設置および専門委員会に付護または委任する事項に関すること。

(3)総会を招集する時間的余裕がない緊急の事項に関すること。  ‐        `
(4)その他委員長が必要と認める事項に関すること。                   |

7常任委員会ば、前項の規定により審議し、決定した内容を次の総会に報告しなければならない。

8前条5項から第7項までの規定は、常任委員会において準用する。この場合において、これらの規定中

「総会」とあるのは「常任委員会」と、「委員」とあるのは嘱」会長および常任委員」と読分替えるものとする。

(専門委員会)        :
第 13条 専門委員会は、常任委員会が必要と認める場合に設置するものとし、専門委員をもつて構成す

る。'           「

2専 Fヨ委員会ば、常任委員会から付託された事項について調査、審議し、または委任された事項を決定し、

その結果を常任委員会に報告しなければならない。   … ,

こ前2項に規定するもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会に諮うて会長が定めるよ

第 4章 専決処分         !      '
(会長の専決処分)     .

第 14条 会長は、特に緊急を要するため俗会および常任委員会々招集すゃ時Fロロ的余裕がないと認めゃと

き、または総会および常任委員会の権限に属する事項で軽易なものについては、これを専決処分するこ

とができる。         1   1
2会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会および常任委員会において報告し、そ

の承認を得なければならない。  1

第5章 事務局

(事務局)       . ,      |
第15条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。

2事務局の組織および連営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第 6章 会計        i
(経 費)         |

第 16条 実行委員会の運営に要する経費は、負担金その他の収入を持うて充てる。
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(収支予算および収支決算)

第 17条 実行委員会の収支予算は、総会の議決を経なければならない。

2実行委員会の収支決算は、監事の監査を経て、総会の承認を得なければならないと

(会計年度)

第 18条 実行委員会の会計年度は、毎年4月 1日 に始まり、翌年3月 34日に終わる。

2実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定めると

第 7章 雑則

(解 散)    |
第19条 実行委員会は、そあ菌的が達成されたときに解散する。     「

2実行委員会が解散した場合において、その残余財産が生じた場合は、長浜市に帰属するものとするj

(補 足)

第 20条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則  !
1 この会則は令和3年8月 25日から施行する。

附 則                  !
1 この会則は令和 4年 8月 29日から施行する。

2この会則の施行の際、現に第 79回国民スポT｀ジ大会。第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市準備委

員会の委員、役員、顧間、参与又は専門委員である者は、わたSHIGA輝く国スポ,障スポ長浜市実行委員

会の委員(役員、顧間、参与又は専門委員に委嘱されたものとする。

3この会則の施行の際、現に制定されている第 79回国民スポーツ大会。第 24回全国障害者スポTツ大

会長浜市準備委員会の方針、計画及び関係規程等中「第 79回国民スポニツ大会`第 24回全国障害者ス

ポーツ大会長浜市準備委員会」こあるものは、「わたsttIGA痺く国スポ'障スポ長浜市実行委員会」と読

み替える。     ′
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改正後 改正前

会則

第 1章 総則

(名 称)ィ
第 1条 ヽ

本会は、

市実行委員会(以下「実行委員会」という。)と称す

る。

(目 的)      !
第 2条 実行委員会は(

スポにおいて、長浜市で開催される競技会(以下「競

技会」という。)の円滑な運営に必要な準備を行うこ

とを目的とする。         ・

(事 業)

第 3条 :実行委員会は、前条の目的を達成す0ため、

次の事業を行う。

(1)競技会の開催、運営に必要な方針および計画
の決定に関すること。       :
(2)競技会の開催、運営に必要な施設及び設備の

整備に関すること。

(3)競技会の開催および準備のための経費に関

すること。

(4)関係競技団体、関係団体および関係機関との

連絡調整に関すること志

(5)その他準備委員会の目的の達成に必要な事

務および事業に関すること。

第 2章 組織

(組 織)               i
第 4条 実行委員会は、会長および次に掲げる者の
うちから会長が委〕属した者(以下「委員」という。)

をもつて組織する。 i       ′

(1)長浜市を代表する者

(2)長浜市議会を代表する者

(3)関係競技団体、関係団体および関係機関を代

表する者      ノ         I
(4)前各号に掲げる者のほかt会長が必要と認め

る者

(役 員)

第 ら条 実行委員会に、次の役員を置く。

(1)会 長 1 11名
!(2)副会長  若干名

(3)常任委員 40名以内

(4)監 事   2名

(役員の選任)

第 6条 !会
長は、長浜市長々もつて本てう。

準備委員会から実行委員会八の組織改正にかかる会則改正(案 )
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2副会長および常任委員は、委員のうちから総会

の承認を得て会長が委Ⅱ属する。

3監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。

(役員の職務)

第 7条 会長は、準備委星会を代表して会務々総理す

る。     ●
2副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、

または会長が欠けたときは、あらかじめ会長が定

めた順序でその職務を行う。

こ常任委員は、常任委員会を構成し、第12条第6

項に掲げる事項について審議する。
4監事は、準備委員会の会計を監査する。   |

(任 期)    .
第

‐
81条 委尋および役員の任押は、準備委員会が解

散するときまでとする。 i
2前項の規定にかかわらず、委員および役員が就

任時におけるそれぞれの所属する団体または機

関等の役職を離れた場合は、委員および役員は

辞任したものとみなし、ぞの後任者が前任者の残
任期間を務める者とする。       i
3会長は、委員および役員に特別な事情が生じた
ときはその職を解き、必要に応じて補充すること

ができる。        、
4会長は、委員および役員の変更があつた場合
は、次の総会において報告する。l i

5委員および役員は無報酬とする。

(顧間および参与)       ヽ

第 9条 準備委員会に顧間および参与を置くことが

できる。
2顧問および参与は、会長が委

'属

する。

3展買問は、会長が重要と認めう事項について、会
長の諮間に応じ、助言を行う。

4.参与は、会長が必要と認める事項にういて、会

長の諮問に応じ、ロノも言を行う。

5顧問および参与は無報酬とする。 |

6前条第1項および第 2項の規定は、顧問および

参与の任期について準用する。この場合におい

て、これらの規定中「委員および役員」とあるの
は、「顧問および参与」と読み替えるものとする。

第 3章 会議等

(会議の種類)   |
第 10条 準備委員会に次の会議を置く。

(1)総会     ‐     i
(2)常任委員会

(3)専門委員会

(総 会)  サ

第 11条 総会は、会長及び委員をもつて構成する。
2総会は、必要に応じて会長が招集する。
3総会の議長は、会長または会長が指名したもの
がこれに たる。

2副会長および常任委員は、委員のうちから総会
の承認を得て会長が委l属する。
3監事は、総会の承認を得て会長が委[属する。

(役員の職務)…
    :

第 7条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理す

る。

2副会長は 会ヽ長を補佐し、会長に事故あるとき、

または会長が欠けたときは、あらかじめ会長が定

めた順序でその職務を行う。
「

3常任委員は、常任委員会を構成し、第 12条第 6

脳 壁禦 撃雇臨 与ぅ。 |

(任 期)  :        ′

第 8条 委員および役員の任期は、実行委員会が解

散するときまでとする。       ゥ
2前項の規定にかかわらず、委員および役員が就
任時におけるそれぞれの所属する団体または機

関等の役職を離れた場合は 委ヽ員および役員は

辞任したものとみなし、その後任者が前任者の残

任期間を務める者とする。        .
3会長は、委員および役員に特別な事情が生じた
|ときはその職を解き、必要に応じて補充すること

ができる。
4会長は、:委員および役員の変更があうた場合

は、次の総会において報告する。 さ  ・ ―

5委員および役員は無報酬とする。

(顧問および参与)

第 9条 実行委員会に顧問および参与を置くことが

できる。     |
2顧問および参与は、会長が委嘱する。

3顧間は、会長が重要と認める事項について、会

長の諮間に応じ、助言を行う。

4参与は、会長が必要と認める事項について、会

長の諮問に応じ(助言を行う。

5顧間および参与は無報酬とする。      1
o前条第1墳および第2項の規定は、顧間および
参与の任期について準用する。この場合におい
て、これらの規定中「委員および役員」■あるの
は、「顧問および参与」と読み替えるものとする。

第 3章 会議等

(会議の種類)

第 10条 実行委員会に次の会議を置く。

(1)、総会       :
(2)常任委員会      :
(3)専門委員会

(総 会)

第 11条 総会は(会長及び委員をもつて構成する。

2総会lよ、必要に応じて会長が招集する。

3総会の議長は、会長または会長が指名したもの

んヾこれに たる。



につい

4総会は、次に掲げる事項について審議し、決定

する。

(1)競技会の開催に必要な方針および計画の策定

に関することと        !   ~
(2)準備委員会の会則の制定および改廃に関する

こと。

(3)準備委員会の事業計画および事業報告に関す

ること。     ・

溜 雛 藝 套2素 乾 繁 議 事
gΞ

計

と

(6)前各号に捐げるもののほか、重要な事項に関
すること。
5総会は、委員の過半数の出席がなければ開会

し、議決することはできない。
6総会の議事は、出席した委員の過半数を■つて
決し、可否同数のときは、議長の決するところに
よる。
7総会に出席することができない委員はt代理人
にようて議決権を行使してまたは書面で議決に加

わることができる。この場合において、当該委員
は出席したものとみなす。

8、 会長は必要に応じて監事、顧問および参与に総
会への出席を求めることができる。

(常任委員会)             1
第 12条 常任委員会は、会長ご副会長および常任委

員をもちで構成する。    ・     1
2委員長は、会長をもつて充てるも
3副委員長は、副会長をもうて充てる。  ′

4常任委員会は、委員長が招集する。「
5常任委員会の議長は、委員長または委員長が指
名したものがこれに当たる。
6常任委員会は、次に掲げる事項にっいて審議
し、決定する。           |

(1)総会から委任された事項に関すること。

(2)専門委員会の設置および専門委員会に付託ま

た行経亀銚 離轟盈tttζの異
に関すること。             |

(4)その他委員長が必要と認める事項に関するこ

と。     「       ・

7常任委員会|よ、前項の規定により審議し、決定し

た内容を次の総会に報告しなければならない。

8前条5項から第7項芸その規定は、常任委員会

において準用するとこの場合において、これらの

規定中「総会」とあるのlよ「常任委員会」こ、「委員」

とあるのは「副会長および常任委員」と読み替え

るものとする。    .

:(専門委員会)

第13条 専由委員会は、常任委員会が必要と認める

場合に設置するもあとしt専門委員をもって構成

する。
2専門委員会は、常任委員会から付託された事項

、また された

4総会は、次に掲げる事項について審議して決定

する。

(1)競技会の開催に必要な方針および計画の策定

に関すること。             :
(2)実行委員会の会則の市1定および改廉に関す
ること。            「

(3)実行委員会の事業計画および事業報告に関

すること。       :    :
(4)実行委員会の予算および決算に関すること。

(5)常任委員会に委任する事項に関すること。

(6)前各号に掲げるもののほか、重要な事項に関

すること。        1      .
5総会はt委員の過半数の出席がなければ開会

し、議凛することはできないと
6総会の議事は、出席した委員の過半数をもつて

決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。        「

7総会に出席することができない委員は、代理人

にようて議決権を行使し、または書面で議決に加

わることができる。この場合において、当該委員

は出席したものとみなす。      ィ

8会長は必要に応じて監事(顧問および参与に総

会への出席を求めることができる。

(常任委員会)      |
第 12条 常任委員会は、会長(副会長および常任委

員をもって構成する。
2委員長は、会長をもつて充てる。
3副委員長は、副会長をもつて充てう。
4常任委員会は、委鼻長が招集する。
5常任委員会の議長は、委員長または委員長が指
名したものがこれに当たる。     |
6常任委員会は、次に掲げる事項について審議
し、決定する。     (

(1)総会から委任された事項に関すること。

(2)専門委員会の設置φよび専門委員会に付託ま

たは委任する事項に関すること。

(3)総会を招集する時間的余裕がない緊急の事項
に関することも,

(4)その他委員長が必要と認める事項に関するこ
とと    |

17:常任委員会は、前項の規
=に

より審議し、決定し

`た内容を次の総会に報告しなければならない。
3前条5項から第7項までの規定は、常任委員会
において準用する。この場合において、これらの
規定中「総会」とあるのは「常任委員会」と、「委員」

とあるのは「副会長および常任委員」と読み替え

るものとする。               .

(専門委員会)

第 13条 専門委員会は、常任委員会が必要と認める

場合に設置するものとし、専門委員をもつて構成

する。             I
2専門委員会は、常任委員会から付託された事項

につい 、または委任された事項を



決定し、その結果を常任委員会に報告しなければ

ならない。
3前 2項に規定するもののほか、専FE委員会に関

し必要な事項は、常任委員会に諮つて会長が定め

る。       ―  !

第 4章 専決処分

(会長の専決処分)_
第催宣曇を         無祭含ど叢献

るとき、または総会および常任委員会の権限に属
:する事項で軽易なものについては、これを専洪処

分することができると    |       ・

2会長は、前項の規定により専決処分したときはt

これを次の総会および常任委員会において報告
,し、その承認を得なければならない。

第 5章 事務局

(事務局)

第15条 ィ準備委員会の事務を処理すやため(事務局
を置(。

2事務局の組織および運営に関し必要な事写は、
会長が別に定める。:

第 6章 会計

(経 費)

第16条 準備委員会の連営に要する経章は、負担金
その他の収入を持うて充てる。.

(収支予算および収支決算)

第 17条 準備委員会の収烹予算は、総会の議決を

経なければならない。        i   !
2準備委員会の収支決算は、監事の監査を経て、

総会の承認を得なければならない。

(会計年度)

第 18条 準備委員会の会計年度は、毎年4月 1日 に

始まり、翌年3月 31日 に終わる。 | :
2準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 :    ‐

第 7章 雑則       ―

(解 散)           . :
第 19条 準備委員会は、その目的が達成されたとき

iに
解散する。 |       、、

2準備委員会が解散した場合におぃて、その残余

財産が生じた場合は 長ヽ浜市に帰属するものとす
・
る。

(補 足)

第 20条 この会則に定めるもののほか、準備委員会

の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

i附 則
'     '

1この会則は令和3年8月 25日から る。

決定し、その結果を常任委員会に報告しなければ

ならない。

3前 2項に規定するもののほか、専門委員会に関

し必要な事項は、常任委員会に諮つて会長が定め

る。 :

第4章 専決処分   ;
(会長の専決処分)

第 14条 会長|よ、特に緊急を要するため総会および

常任委員会を招集する時間的余裕がないと認め

るとき、または総会および常任委員会の権限に属
する事項で軽易なものについては、これを専決処

分することができる。
2会長は、前項の規定により専決処分したときは、
これを次の総会および常任委員会において報告
し、その承認を得なければならない。' |

1第 5章 事務局

(事務局)

第 15条 1実行委員会の事務を処理するたの、事務局
lを

置く。
2事務局の組織および運営に関し必要な事項は、

会長が別に定める。             !

第る章 会計

(経 費)

第 16条 実行委員会の運営に要する経費は、負担金

その他の収入を持つて充てる。

(収支予算および収支決算)       |
第17条 実行委員会の収支予算は(総会の議決を経

なければならない。

2実行委員会の収支決算は、監事の監査を経て、

総会の承認を得なければならない。    !

(会計年度)           |
第 18条 実行委員会の会計年庁又は、毎年4月 1日 に

始まり、翌年3月 31国 に終わる志

2等 の会計に関し必要な事項は、会長が別

に定める。

第 7,章 雑貝J

(解 散)  !        !
第 19条 実行委員会は、その目的が達成されたとき

に解散する。                 |
2実行委員会が解散した場合におぃて、その残余財

産が生じた場合は、長浜市に帰属するものとする。

(補 足)

第 20条 この会則に定めるもののほか、実行委員会

の運営に関し必要な事項は 会ヽ長が別に定める。

附 則       !「
1この会則は令和3年8月 25日から施行すると



附 則

1この会則は令和 4年 角29日から流行する∩

2この会則の施行の際、現に第 79回国民スポーツ

大会。第 24回全国障害者スポーツ大会長浜市準備
―委員会の委員、役員(顧間、参与又は専門委員であ
る者は、わたSHIGA輝く国スポ。障スポ長浜市実行

委員会の委員t役員、顧問て参与又は専門委員に委

'属

されたものとするとキ  、     i l
3この会則の施行の際、現に制定されている第 79
回国民スポTツ大会,第 24回全国障害者スポエツ

は、fゎたSHIGA輝く国スポ・障スポ長浜市実行委
員会」と読み替える。       ｀
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参考資料

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ長浜市実行委員会 事務局規程

1 
第¬章 総則

(趣 旨)       |   イ    「

第1条 この規程は、つたSHICA輝く国スポ。障スポ長浜市実行委員会会則(以下「会則」こいう。)第 15

条2項の規定に基づき、わたSHIGA輝く国スポ・障スポ長浜市実行委員会(以下「実行委員会」という。)

の事務局の組織および運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(事務局)                   . :
第 2条 実行委員会の事務局(以下「事務局」という。)は長浜市市民協働部スポーツ振興課国スポ・障ス

ポ大会準備室に置く。               ,

(所掌事務)

第 3条 ,事務局の所掌事務は、別表第 1のとおりとする。

(職 員)       .
第 4条 事務局|1別表第 2の存欄に掲げる職員を置き、同表右欄に掲げる長浜市職員をもつて充てる。

?前項の職員のほか、必琴に応じ事務局に臨時職員等を置くことができる。  '
3前 2項の職員は、実行委員会会長(以下「会長」という。)が任免する。

(職 務 )

第 5条 事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を統括し、職員を指揮監督するも

2副局長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故があるとき、または事務局長が欠けたときは、その職務

を代理するざ

3事務局次長は、副局長を補佐し、副局長に事古欠があるとき、または副局長が欠けたときは、その職務を

代理する。

4事務局職員は、上司の命を受け、事務局の事務に従事する。

朝R務 )

第6条 職員の服務については、長浜市職員服務規程(平成18年 2月 13日訓令第20号)の例による。

第 2章 決裁

(決裁事項)

第7条 会長の洪裁事項は次のとおりとする。

(1)総会の招集に関すること。

(2)総会に付すべき事項に関することも         ィ

(3)実行委員会の委員等の委嘱に関すること。   |           .
(4)実行委員会の規程等の制定改廃に関すること。

(5)前各号に掲げるもののほか、特に重要であると認められる事項に関すること。

(専決事項)

第 8条 事務局長および事務局次長は、別表第 3に掲げる事項を専決するものとする。

2前項の規定に関わらず、特に重要または異例であると認められる事項にういては、上司の決裁を受け

なければならない。           _3む ―



(代  決)   :      ―

第 91条 会長が不在の■きは、会長があらかじめ捐名する副会長が代決することができる。_

2専決権者が不在のときは、別表第 4の左欄に掲げる区分に応じ、それぞれ同表右欄に掲げる者が代

決することができる。            十               ‐        |

第 3章 文書の取扱い

(文書の管理および取扱い)        :
第 10,条 文書には「国障長実委」の記号および会計年度による二連番号を付さなければならない。ただ

し、軽易な文書については、この限りではないと

2処理済みの文書は、事務局において編さんし、別に定める期間保存しなければならない。

3会則第 19条の規定により、実行委員会が解散したときは、保存文書を長浜市へ引き継ぐものとする。

4前 3項に定めるもののほか、文書の取扱いについては、長浜市文書管理規程 (平成 18年 2月 13日

訓令第4号)の例による。                          |

第 4章 公印                            j
(公 印)    「      1    1

第 11条 実行委員会の公印の名称、形状、大きさおよび書体は、別表 5のとおりとすると

2前項の公印は事務局次長が管理する。           .
3前 2項に宇めゃもっの辱か、公印の取軽ぃについては、長浜市公印規則 (平成18年 2月 13日規則

第9号)の伊町こよる。

第 5章 財務                  t
(旅費および費用弁償 )

第 12条 職員の旅費の額およびその支給方法にういては、長浜市職員旅費支給条例 (平成 18年 2月

13日条例第 47号)の例による。

2市外に在住または在勤している実行委員会の会長または会長が委]l属 した委員、顧問および参与等が

総会、常任委員会、専門委員会への出席のために、市外から鉄道・路線バスを利用して旅行したときは、

その旅費にづいて寮用弁償することができる。

3前 2項の規定に関わらず、緊急の場合又はその例により難いものについては、事務局長が定めるとこ

ろによる。                      i                t

(予 算)l               i        、

第13条 事務局長は、会長の指示に基づ苦、毎会計年度予算を編成するものとする。

2事務局長は、予算の議決後に生じた理由に基づき、予算に変更を加える必要がある場合には、会長の

指示に基づき、補正予弊を編成すゃものとするq

(決 算) i
第 14条 事務局長は、毎会計年度終了後、決算を速やかに調製し、証拠書類を添付して会長に提出しな

ければならない。         ・

2会則第 17条第 2項の規定により監査を受けるときは、収支決算書その他の証拠書類を監事に提出

しなければならない。
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(出納員)                     .
第 15条 事務島|と出納その他の会計処理をさせるため、出納員を置く。

2出納員は、事務局次長を持つて充てる。

(金融機関の指定)

第 16条 現金の出納はご事務局長が別に指定する金融機関を通じて行うものとする。

(その他財務に関する取扱い)

第 17条 第 12条から第r16条までに定めるもののほか、予算、決算、契約t収入、支出をの他の財務に

関する事項は、長浜市財務規則 (平成 18年2月 13日規則第 35号)および長浜市契約規則 (平成

18年2月 13日規貝」第 3ウ 与)の例による。

(補 足)

第¬8条 この規程に定めるもののほか、事務局の組織および運営に関する必要な事項は、会長の承認を

得て事務局長が別に定める。

附 則

この規程は、令和3年8月 25日から施行する。

:附 則    i
この規程は、令和4年8月 29日から施行する。
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別表第 1(第 3条関係)

別表第 2(第 4条関係)

別表第 3(第 8条関係)

別表第 4(第 9条関係)

所 掌 事 務

(1)実行委員会の組織t人事、服務等に関すること。

(2)総会、常任委員会および専門委員会の開催運営に関すること。

(3)本会の事業計画および事業報告に関すること。

(4)ホ会あ予算および決算に関すること。       |
(5)その他実行委員会の運営に関し必要な事項に関すること。

事務局長 市民協働部長

副局長 市民協働部次長

事務局次長 市民協働部スポーツ振興課長

事務局職員 市民協働部スポーツ振興課 国スポ・障スポ大会推進室職員

事 項 事務局長専決事項 事務局次長専決事項

(1)申請、届出、通知、照会(回答、報告
に関すること。   1 1 重要なもの 軽易なもの

(2)臨時職員等の任免に関すること。

(3)臨時職員等の服務に関すること。 ○

(4)事務の分担に関すること。 ○

(5)出張命令に関すること。
実行委員会委員および

副局長、事務局次長
事務局職員、臨時職員等

(6)工事に関することと
1件の予定価格が

2;000万 円未満のもの

1件の予定価格が

300万円未満のもの

(7)その他の予算執行に関すること。
1件の予定価格が
800万円未満のもの

1件の予定価格が

300万円未満のもの

(8)予算の流用に関すること。 O

(9)収入調定および支出命令に関することj ○

(10)そのイ也

前各号にかかげるものの

ほか、これに類するもの:

と認められる事項に関す
ること

前各号にかかげるものの

ほか、これに類するもの

と認められる事項に関す

ること  ;

専決権者 代決者

事務局長 副局長

事務局次長 事務局職員のうち事務局長があらかじめ指名する者
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別表第 5(第 11条関係)

名称 形状 大きさ |,1 書体 用途

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ

長浜市実行委員会会長之印
正方形 27ミリメエトル

|

てん書
会長名をもってする

文書

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ

長浜市実行委員会事務局長之印
同 上 24ミリメートル

|

てん書
事務局長名をもつて、

する文書
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